
すべてのAIDS
エ イ ズ

に苦
くる

しむ人々
ひとびと

のための祈
いの

り 

 

慈
いつく

しみ深
ふか

い父
ちち

、神
かみ

よ、いま、すべてのAIDS
エ イ ズ

に苦
くる

しむ人々
ひとびと

に 心
こころ

を留
と

めてください。そして、私
わたし

た

ちの願
ねが

いを聞
き

きいれてください。 

 

あなたはひとり子
ご

イエスを通
つう

じて、病 人
びょうにん

を慰
なぐさ

め、力
ちから

づけてくださいました。 

 

憐
あわ

れみ深
ふか

い主
しゅ

よ、治
なお

すことができない治療
ちりょう

を生 涯
しょうがい

にわたって続
つづ

け、その副作用
ふくさよう

も負
お

い続
つづ

けるす

べての AIDS患者
かんじゃ

の体
からだ

の苦
くる

しみを、和
やわ

らげてください。 

そして、治療
ちりょう

を受
う

けることすらできないまま、これほどまでに世界
せ か い

に広
ひろ

がり続
つづ

けるすべての AIDS

患者
かんじゃ

に、救
すく

いの手
て

を差
さ

し伸
の

べてください。 

 

唯一
ゆいいつ

の救
すく

い主
ぬし

であり、いのちを愛
あい

してくださる主
しゅ

よ、「あなたは何
なん

でもおできになります（マル

コ 14・36）」。 

AIDS の予防
よ ぼ う

や撲滅
ぼくめつ

、啓発
けいはつ

、治療
ちりょう

、研 究
けんきゅう

をはじめ諸々
もろもろ

のいのちに仕
つか

える活動
かつどう

に 携
たずさ

わる人々
ひとびと

に、

忍耐
にんたい

と知恵
ち え

とをお授
さず

けください。 

 

神
かみ

の子
こ

である主
しゅ

イエス・キリストは「隣人
りんじん

を自分
じ ぶ ん

のように愛
あい

しなさい（マタイ 22・39、マルコ

12・31）」と仰
おお

せになりました。 

AIDS患者
かんじゃ

は、共
とも

に生
い

きる人々
ひとびと

がもつ偏見
へんけん

や誤解
ご か い

に怯
おび

え、深
ふか

い疎外感
そがいかん

と孤独
こ ど く

におかれ、体
からだ

の苦
くる

し

みに加
くわ

えて、心
こころ

の苦
くる

しみをも負
お

っています。 

ひとときも早
はや

く AIDS に対
たい

するいかなる差別
さ べ つ

もこの地
ち

から取
と

り除
のぞ

かれ、AIDS患者
かんじゃ

が共
とも

に生
い

きるよ

ろこびを取
と

り戻
もど

し、仰
おお

せになった隣人
りんじん

愛
あい

が全
まっと

うされるよう、どうか 私
わたし

たちを 導
みちび

いてください。 

 

✙ 私
わたし

たちの主
しゅ

イエス・キリストによって。アーメン。 
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＊ HIV感染症
かんせんしょう

・後天性
こうてんせい

免疫
めんえき

不全
ふ ぜ ん

症候群
しょうこうぐん

（AIDS）に罹患
り か ん

している方々
かたがた

を、ここでは「AIDS患者
かんじゃ

」

としています。 

＊ 生 涯
しょうがい

続
つづ

く治療
ちりょう

と副作用
ふくさよう

、AIDS疾患
しっかん

そのものの「 体
からだ

の苦
くる

しみ」、そして治療
ちりょう

すら受
う

けられない

AIDS患者
かんじゃ

への救
すく

い、偏見
へんけん

や誤解
ご か い

に怯
おび

える「心
こころ

の苦
くる

しみ」、そして AIDS に関
かか

わるすべての分野
ぶ ん や

の

人々
ひとびと

のたゆまぬ支
ささ

えが必要
ひつよう

なことを、この祈
いの

りの中
なか

に整理
せ い り

しています。 

＊ 「何
なん

でもおできになります（マルコ 14・36）」のみ言葉
こ と ば

に、治療法
ちりょうほう

が見
み

つかっていないが、

いつかきっと完治
か ん ち

する治療法
ちりょうほう

が発見
はっけん

されるはずだ…というすべての AIDS患者
かんじゃ

・医療
いりょう

に従事
じゅうじ

され

る方々
かたがた

共 通
きょうつう

の希望
き ぼ う

を託
たく

しています。 

＊ 聖書
せいしょ

引用
いんよう

箇所
か し ょ

は「新共同
しんきょうどう

訳
やく

聖書
せいしょ

」によりました。 


